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茅野型石鏃の研究

大工原　　豊

要　　旨

　茅野遺跡は群馬県榛名山麓に所在する縄文時代後・晩期の集落遺跡である。この遺跡では晩期前葉の

時期に特徴的な細身の凸基有茎鏃が製作されていたことが判明した。これらは黒曜石を素材とし、斉一

性の強い形状を有していることから、茅野型石鏃として型式設定した。この石鏃の製作技法を検討する

と、一部は30ｇ以下の超小形原石に直接押圧剥離を加えて製作されている。こうした石材利用方法は、

極めて特異であり、その背景には黒曜石の流通事情が大きく関係している可能性が高い。おそらく、黒

曜石流通網の末端に位置していたことによるものと考えられる。そこで、群馬県内の同時期の主要遺跡

における同様な石鏃の存在を確認してみると、茅野型石鏃がまとまって出土する遺跡は存在していない

ことが分かった。さらに、遺跡ごとの黒曜石の保有量を調べると、群馬県南半部の遺跡では比較的潤沢

に黒曜石が流通しているのに対し、北半部の遺跡では保有量が非常に少ないことが分かった。特に、北

半部・利根川以東の遺跡では、東北地方原産の珪質頁岩を多く保有しており、黒曜石に依存しない地域

が存在していることが判明した。この地域では、大形の安通型石鏃を範型とした在地石材及び珪質頁岩

製の凸基有茎鏃が製作されている。したがって、茅野型石鏃を製作する榛名山麓の茅野遺跡は、黒曜石

流通の末端に存在する限界集落として位置付けられるとともに、地域集団ごとに異なる型式の石鏃が製

作されていたことも判明した。

　キーワード：縄文時代晩期，茅野型石鏃，石鏃型式，黒曜石流通，地域集団

１．はじめに

　群馬県の中央部には東西に赤城山と榛名山が利根川を挟むかたちで対峙している。その山麓にはいく

つかの縄文時代後・晩期の大規模な遺跡が点在存在している。榛名山東南麓に位置する茅野遺跡はその

一つである。この遺跡の概要はすでにされているが、土製耳飾りが大量に出土していることで著名であ

る（榛東村教育委員会 1991）。その後、遺構編（榛東村教育委員会 2005）は刊行されたが、遺物編は

未刊行である。そのため、今回筆者を研究代表とする科研費事業の調査研究の一環として、茅野遺跡出

土の石鏃についての検討を行った。その結果、他の遺跡では見られない特徴的な黒曜石製の石鏃が多数

存在していることが確認された。これらについては茅野型石鏃と呼称してその概要を述べている（大工

原 2014，2015）。本論ではさらに詳細に検討し、茅野型石鏃の型式学的特徴を明らかにし、正式に型式

設定するとともに、後・晩期における黒曜石流通の問題や、地域集団相互の関係について述べることに

する。

２．茅野遺跡出土の石鏃の概要

　前述のように遺物編の報告書が刊行されていないため、詳細は示し得ないが、実見した所見について

述べておく。茅野遺跡から出土した石鏃・石鏃未成品は、約700点である。これを形態別にみると、そ

の大部分は有茎鏃であり、凸基有茎鏃が主体を占める。これ以外にいわゆる石鏃未成品も多数存在して

いる。また、使用されている石材をみると、利根川流域で採取可能な黒色頁岩が多用されており、それ

以外に黒色安山岩・チャートといった在地石材が次いで多い。黒曜石は約50点であり、全体の６～７％

を占めている。また、東北系の珪質頁岩も少量含まれている。このように、石鏃が多量出土することや
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形態的特徴、石材利用の特徴は、晩期前葉の群馬中部地域では一般的傾向と言える（大工原・林 1995；

大工原 2003）。

　また、本遺跡では黒曜石産地推定のための蛍光Ｘ線分析が実施されている。それによれば、晩期前葉

（安行３ａ～３ｂ式期）の住居址（16号住・18号住）出土の剥片・石核・原石51点が分析されており、

星ヶ塔40点、小深沢（和田峠）８点、麦草峠１点、板山１点、不明１点である。全体の78.4％が星ヶ塔

である（建石ほか 2011）。星ヶ塔が卓越する傾向は、晩期前葉の群馬地域の一般的傾向と合致している

（大工原 2011）。

　以上のように、茅野遺跡の石鏃は統計学的・量的観点から一瞥した限りにおいては、さしたる特徴を

有していないように見える。しかし、型式学的・質的観点から検討すると、茅野遺跡の黒曜石製石鏃の

中には大きな特徴を有する一群が存在しているのである。

３．茅野型石鏃の特徴

　茅野遺跡には、形態的斉一性の強い黒曜石製の石鏃12点（図４─７　１～12）と、その未成品３点

（同図13～15）の計15点が存在している。このうち縄文時代の住居址出土例は11点あり、10点は晩期前

葉の安行３ａ～３ｂ式段階の住居址（２号住・４号住・８Ａ号住・15号住・16Ａ号住）である。また、

残り１点は後期後葉の高井東式段階の住居址（13号住）から出土しているが、ここでも安行３ａ式土器

が混在している。１）したがって、これらの石鏃は晩期前葉（安行３ａ～３ｂ式期）にほぼ限定される

図４─７　茅野遺跡出土の茅野型石鏃とその未成品
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と考えて良かろう。

　次に、石鏃を技術形態学的に検討してみたい。縄文石器の型式設定の方法としては、石器製作工程全

体から特徴を抽出し、製作工程で剥片剥離される器種群に対して「式」を設定する方法と、定型化した

器種のみを対象として「型」を設定する方法がある（大工原 2008）。ここでは、石鏃に対して「型」を

認定する方法を用いることにする。この場合、形状・製作技術・石材における共通の特徴を抽出するこ

とにより、型式を設定することが可能となる。

　まず、形状についてみると、いずれも凸基有茎鏃であり、大きさの違いによりやや大きい１形態（１

～４）と、やや小さい２形態（２～12）に分類することができる。１形態は長さ28～31㎜、幅11～

14㎜、厚さ３～５㎜、重さ0.8～1.2ｇである。また、２形態は長さ24～28㎜、幅９～12㎜、厚さ３～

４㎜、重さ0.6～1.0ｇである。いずれの形態も極めて斉一性が高い細身の石鏃であることが分かる（図

４─８）。また、両形態とも基部側縁部が単純に屈曲するものと、突出するものが存在するので、さらに

細分することが可能である。

　晩期前葉においては、凸基有茎鏃が最も主要な形態であることは、すでに指摘しているとおりである

（大工原・林 1995；大工原 2003）。しかし、周辺遺跡の黒曜石製の凸基有茎鏃は、もう少し幅広で小形

の形態（長さ18～24㎜）が一般的であり、これらの資料はそれに比べると大形・細身であることが特徴

である。

　欠損率は33％である。御堂島正の実験（御堂島 1991）や橋詰潤の刺突具に残された衝撃剥離痕の分

析（橋詰 2009，2014）によれば、先端部や基部に折れ、彫器状剥離、縦溝状剥離が認められるものは、

動物の骨など硬いものに命中した際に生ずる衝撃剥離と推定されている。対象とした石鏃の中では、10

には先端部に縦溝状剥離が認められるが、それ以外の資料では先端部と基部がわずかな欠損（折れ・潰

れ）であり、使用時の衝撃剥離といえるものとは言い難い。おそらく、縄文人が長期間保持している間

に生じた欠損、あるいは調査過程の欠損である可能性が高い。なお、御堂島によれば神奈川県早川天神

森遺跡（中期後葉）では、黒曜石製の石鏃56点中42点が欠損しており、うち10点に衝撃剥離が観察され

たとされる（御堂島 1991）。また、群馬県天神原遺跡ではほぼ同時期の晩期前葉を主体とした有茎鏃の

欠損率は、凸基有茎鏃：44.2％、平基有茎鏃：58.5％、凹基有茎鏃：76.4％であり、凸基有茎鏃が他形

表４─１　茅野型石鏃一覧表

№ 遺跡名 器種 形態 石材 出土位置 帰属時期 長（㎜） 幅（㎜） 厚（㎜） 重量（g） 備　　　考

1 茅 野 石鏃 1 Ob 16A住 安行3a ～3b 30 14 5 1.2 � 重文

2 〃 石鏃 1 Ob 2住 安行3a ～3b （31） 11 4 （1.0） 先端欠損

3 〃 石鏃 1 Ob F-17 28 11 4 0.9 � 重文

4 〃 石鏃 1 Ob 2住 安行3a ～3b 29 12 3 0.8 � 重文

5 〃 石鏃 2 Ob 2住 〃 24 12 4 0.6 � 重文

6 〃 石鏃 2 Ob H-13 （24） （10） 4 （0.6） 先端・側縁部欠損

7 〃 石鏃 2 Ob 8A住 安行3a ～3b 26 12 4 0.8 � 重文

8 〃 石鏃 2 Ob 13住 高井東 26 12 4 0.8 � 重文

9 〃 石鏃 2 Ob E-16 28 12 4 1.0 � 重文

10 〃 石鏃 2 Ob 16A住 安行3a ～3b （24） 11 4 （0.9） 先端衝撃剥離� 重文

11 〃 石鏃 2 Ob 15住 〃 （20） 9 3 （0.4） 先端欠損・原礫面有� 重文

12 〃 石鏃 2 Ob 15住 〃 （21） 10 4 （0.6） 先端・基部欠損� 重文

13 〃 石鏃未成品 2 Ob 16A住 〃 23 13 6 1.3 � 重文

14 〃 石鏃未成品 Ob B区一括 27 10 5 1.4 超小形原石素材� 重文

15 〃 石鏃未成品 Ob 4住 安行3a ～3b 26 15 5 2.0 超小形原石素材� 重文

16 安通・洞№2 石鏃 2 Ob C-6aⅣ a 層 22 10 4 0.5

17 〃 石鏃 2 Ob C-7bⅢ c 層 （16） 12 4 （0.6） 先端・基部欠損

18 横 壁 中 村 石鏃 2 Ob 29区 R-1G （23） 11 4 （0.7） 基部欠損
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態に比べて欠損率が最も低い。その要因は「未成品が含まれている可能性があり、そのために欠損率が

低い」と推定されている（安中市教育委員会 1994）。この中には製作時の欠損も含まれていると推定さ

れるが、今回対象とした茅野遺跡の石鏃でも未成品が含まれており、条件は同じである。それでも対象

とした石鏃の欠損率が天神原遺跡の石鏃よりも低いことは明らかである。以上のことから、一般的な石

鏃に比べ使用頻度は低かったと言えよう。

　次に製作技術について検討してみよう。その特徴は石鏃未成品（13～15）の観察により、ある程度う

かがい知ることができる。14・15はいずれも表裏両面に剥離面状の原礫面が残されており、板状の超小

形原石（ズリ）が素材として用いられている。薄い板状原石に対し、いきなり押圧剥離を行い、石鏃を

製作しようとしている。完成品の中にも11のように表面に原礫面が残されているものが存在しており、

同様の方法で製作されていた可能性もある。また、平凡な両面交互剥離による押圧剥離技術で調整加工

が行われているが、断面形が整ったレンズ状を呈しており、やや精緻に仕上げられている。特に、４・

９は精緻であり、技術上級者により製作された範型に忠実な石鏃と言えよう。

　ここで特筆すべきは、石鏃素材剥片を作出する一次剥離工程が存在せず、超小形原石にいきなり押圧

剥離による調整加工を施して石鏃を製作する特殊な技法が認められることにある。当期の群馬地域にお

いて、黒曜石に対してこのような製作技法は極めて稀有なものであり、ほとんど類例がない。製作技術

上の大きな特徴である。２）

　なお、超小形原石とは30ｇ程度以下の原石であり、これらからは４～10ｇほどの幅広剥片（石鏃素材

剥片）を作出することはできない。しかし、こうした超小形原石が後・晩期では末端消費地まで流通し

ていたことが確認されているものの、剥片剥離作業が行わ

れることなく、ほとんどは一度も剥離されることなく廃棄

されているのである（大工原 2007，2011）。また、後・晩

期の超小形原石を産地分析したところ、星ヶ塔・和田峠・

麦草峠が確認されており、特定の原産地に限られるもので

はないことも判明している（建石ほか 2011；大工

原 2011）。最初に述べているように、これらの石鏃はすべ

て黒曜石製である。これだけでも石材の上で共通性を有し

ていると言えるが、さらに詳細に確認してみたい。今回検

討対象とした資料のうち２点を除き、重要文化財に指定さ

れているため、直接蛍光Ｘ線分析を行うことができなかっ

た。しかし、前述したように同時期の住居址出土の黒曜石

について蛍光Ｘ線分析を実施しており、８割近くは星ヶ塔

である（建石ほか 2011）。肉眼観察でも星ヶ塔遺跡の採掘

原石の特徴である「透明系Ｂ類」（宮坂 2014）に分類され

る縞入りの黒曜石製のものが４点存在する（同図１～

４）。これらはいずれもやや大形の１形態であり、共通性

が認められる。したがって、これらの石鏃の大部分も星ヶ

塔の黒曜石が用いられていたと考えて間違いなかろう。

　以上のように、茅野遺跡出土の斉一性の高い黒曜石製の

凸基有茎鏃は、形状・技術・石材の面から強い共通性有し

ていることが確認された。そこで、これらの石鏃を茅野型 図４─８　茅野型石鏃の半径と形式の強度
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石鏃として型式設定することにする。そして、その特徴は次のとおりである。

　石材：稀少石材である黒曜石を用いており、その中でも星ヶ塔産の黒曜石が多用される。なお、この

型式は黒曜石製であることが必要条件である。

　　①形状：細身の凸基有茎であり、やや大形の１形態とやや小形の２形態が存在し、いずれも斉一性
の強い範型を有している（図４─８）。同時期の周辺遺跡の黒曜石製の石鏃に比べ、やや大

形・長身であることも特徴である。

　　②技術：調整加工段階の押圧剥離技術は平凡であるが、断面形はレンズ状を呈しており、やや精緻
に仕上げられている。また、板状の超小形原石（ズリ）を素材とし、いきなり押圧剥離を

行って石鏃を製作する技法（カヤノ技法）が認められる。

　これを勘案すると、茅野型石鏃の型式強度は図４─８のレーダーチャートとして示すとことができ

る。原石からいきなり押圧剥離を行うカヤノ技法の技術的特徴は大きいのである、完成品では原礫面が

除去されているものがほとんどであり、この技法を確認することは困難である。したがって、型式設定

の技術指標としての評価は低くせざるを得ない。

４．周辺遺跡における茅野型石鏃

　それでは、周辺遺跡では茅野型石鏃はどの程度存在しているであろうか。当期の遺跡では数百～数千

という膨大な数量の石鏃が出土しており、未報告資料も多いため、すべてを網羅的に確認することはで

きなかった。それでも報告書が刊行されている横壁中村遺跡（群馬県埋蔵文化財調査事業団 2013）、瀧

沢遺跡（渋川市教育委員会 2008ａ，2008ｂ）、安通・洞№２遺跡（前橋市教育委員会 2013）、矢瀬遺跡

（月夜野町教育委員会 2005）、谷地遺跡・中栗須滝川Ⅱ遺跡（藤岡市教育委員会 1982，1988，2002）、

天神原遺跡（安中市教育委員会 1994）と、一部報告されている千網谷戸遺跡（薗田 1972；千網谷戸遺

跡調査会 1978；桐生市教育委員会 1977，1980，1991）、西新井遺跡（設楽 1984，2012；前橋市教育委

員会 2014）、石之塔遺跡（藪塚本町教育委員会 1987）については、文献及び実見調査することにより

類例の渉猟・探索を行った。しかし、やや小形・幅広形態の凸基有茎鏃は多くの遺跡で確認されるもの

の、茅野型石鏃の類例はほとんど確認することができない。やはり、茅野遺型石鏃は茅野遺跡に固有の

型式であると判断されるのである。

　それでも、わずかに茅野型石鏃を周辺遺跡で確認することができた。赤城山南麓に位置する安通・洞

№２遺跡において２点、吾妻川流域の横壁中村遺跡で１点類例が存在する（図４─９　16～18、図４─

12）。いずれも２形態に分類されるやや小形のものである。16はサイズ的には小さ過ぎるが、形状的特

徴から茅野型の範疇に含めておきたい。なお、安通・洞№２遺跡出土の２点（16・17）は蛍光Ｘ線分析

により星ヶ塔と判定されている（建石ほか 2014）。ちなみに、安通・洞№２遺跡の黒曜石では、当期の

石鏃・石鏃未成品全点（13点）と剥片

の蛍光Ｘ線分析が実施されており、33

点中星ヶ塔30点、小深沢１点、高原山

１点、不明１点であり、星ヶ塔産が

91％を占めている。

　今回確認できなかった周辺遺跡で

も、このように若干の茅野型石鏃が流

通していた可能性は否定できない。し

かし、このようにわずかな数量では流 図４─９　周辺遺跡の茅野型石鏃
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通目的で製作されていたのではなく。おそらく、集団間の社会的理由により、周辺遺跡へ持ち出されて

いたものと推定される。この理由については最後に述べてみたい。

　いずれにしても、まとまって保有しているのは茅野遺跡のみであり、茅野型石鏃の型式圏はここを中

心とした狭い範囲に限定される。したがって、茅野型石鏃は茅野遺跡に居住した集団（茅野集団）に

よって製作された集団固有の石鏃と考えられる。そして、それは茅野型石鏃が一つの集団を表徴するも

の指標となっていたことを示している。つまり、ここでは１型式＝１集団といった図式が成立するので

ある。

５．茅野型石鏃の周辺

　それでは茅野型石鏃は群馬中部地域の中でどれほど特徴的な存在であったのだろうか。これを明らか

にするために、茅野遺跡と周辺遺跡における茅野型に類似する形態（凸基有茎鏃）の様相を瞥見してみ

よう。

　茅野遺跡には非黒曜石製の茅野型類似形態が存在している（図４─10　１～14）。これらは細身の凸基

有茎鏃であり、在地石材である黒色頁岩を中心に、チャートや珪質凝灰岩などの製材でも製作されてい

る。黒色頁岩製のもの（１～10）では、比較的大形のものが多いが、これは黒色頁岩が最寄りの利根川

流域に転石としてあり、入手が容易であったことによるものであろう。これらの石鏃の範型は茅野型石

鏃と同じであり、茅野集団の範型が非黒曜石製の石鏃にも適用されていたことを示している。

　また、赤城山南麓の安通・洞№２遺跡では、茅野型石鏃よりも幅広の凸基有茎の形態を主たる範型と

している。それを大形・優品化した安通型石鏃はその代表例である（大工原 2014，2016）。しかし、茅

野型石鏃に類似した細身の凸基有茎鏃も多数存在している（同図15～35）。ここでは黒色安山岩・黒色

頁岩・チャート・珪質頁岩などが用いられている。特に黒色安山岩が多用されている点は、茅野遺跡と

は様相が異なる。こうした石材選択性も集団による個性として理解することができる。

　また、赤城山西麓に位置する瀧沢遺跡でも、類似形態の凸基有茎鏃が多数存在している（同図36～42）。

この遺跡の石鏃は未報告資料が多数あるので、図示したものはその一部である。ここでも黒色頁岩・黒

色安山岩・チャート・珪質頁岩等が用いられている。なお、この遺跡は珪質頁岩が多いことが特徴であ

る。この石材は東北地方から搬入されたと推定されるものであり、黒曜石とは別の遠隔地石材が存在し

ている。このことについては、次項で検討する。

　このように、周辺遺跡においても、茅野型石鏃と同じ細身の凸基有茎鏃が広く存在しており、晩期前

葉の群馬中部地域における範型として、複数の地域集団が共通認識していたものであることが分かる。

すなわち、茅野型石鏃とは、地域に通有された範型もとに黒曜石で製作した特異な石鏃と言うことがで

きる。

　また、黒曜石を多量保有する群馬南部地域でも、茅野型石鏃と類似する細身の凸基有茎鏃は各種石材

で多数存在している（図４─11）。しかし、この地域では黒曜石は無茎鏃に多用される傾向がある（安中

市教育委員会 1994；大工原・林 1995）。また、黒曜石製の有茎鏃はむしろ茅野型石鏃よりも小形のも

のが大部分である。谷地遺跡例のうち、同図20は鏃身部が大きく欠損しているが、茅野型石鏃にやや類

似する。しかし、実見したところ茅野型に比べて茎部が長く、正真の茅野型とは異なる。また、大形の

事例（同図17～19）は、群馬県北部地域に分布する安通型石鏃（図４─13参照）と類似した幅広の凸基

有茎鏃であり、茅野型とは系譜が異なるものである。以上のように、群馬南部地域の遺跡では黒曜石を

潤沢に保有していても、茅野型石鏃そのものは見出せないのである。

　こうしてみると、黒曜石が乏しい茅野遺跡で作られた茅野型石鏃は単なる実用品としての石鏃ではな
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く、ある種の威信財的意味をもった石鏃と考えられるのである。茅野型石鏃はわずかな欠損を除くと欠

損率は低いが、これも通常の用途とは異なっていたことを示すものなのかも知れない。

　茅野型石鏃の存在から見えてくる信州系黒曜石（主として星ヶ塔産）の流通と、それを巡る集団関係

について考察してみたい。これまで検討してきたように、茅野型石鏃は信州系黒曜石の流通の末端に位

置する茅野遺跡の集団（茅野集団）によって製作された狭い型式圏の石鏃型式である。群馬地域におけ

る縄文時代後期後葉から晩期前葉の主要遺跡（集落遺跡と祭祀遺跡）を図４─12に示した。各遺跡間の

直線距離はほぼ10～20㎞であり、この位置関係が当期の集団領域（テリトリー）とほぼ対応していると

みなすことができる。すなわち、半径５～10㎞の範囲が各遺跡の集団領域と考えられる。

　茅野遺跡を例にとると、北東ら位置する瀧沢遺跡との距離は8.6㎞、南東に位置する西新井遺跡との

距離は11.5㎞であり、少し距離が近いが、その間には利根川があるので、それが集団領域の境界となっ

ていた可能性が高い。

　また、南西に位置する天神原遺跡との距離は21.1㎞である。この間は少し離れすぎている。榛名山東

南麓は古墳時代の火山堆積物で覆われているので、あるいはこの間にもう一つ未発見の遺跡が存在して

いたかも知れない。

　また、黒曜石を多量保有する遺跡は、群馬南半部に位置する天神原遺跡、谷地遺跡（中栗須滝川Ⅱ遺

跡を含む）、千網谷戸遺跡である。後・晩期における黒曜石の数量的変化については、天神原遺跡にお

いて土器帰属率を用いた集計がある（安中市教育委員会 1994）。それによれば、後期後半期では2,245

ｇであったのが、晩期前葉（安行３ｂ～３ｃ式期）では3,765ｇと約1.7倍に増加している。また、この

遺跡では晩期前葉の黒曜石33点が蛍光Ｘ線分析されており、星ヶ塔24点、小深沢（和田峠）８点、不明

１点であり、星ヶ塔が72.7％を占めていることも判明している（建石ほか 2008）。谷地遺跡では晩期前

葉（安行３ａ式期）の黒曜石12点が分析されており、すべて星ヶ塔産と判定されている（建石ほか 2011）。

そして、千網谷戸遺跡では晩期前葉（安行３ａ～大洞Ｃ１式期）の黒曜石94点が分析され、星ヶ塔81

点、小深沢（和田峠）７点、板山４点、神津島２点であり、星ヶ塔が86.2％を占めている。このよう

に、群馬南半部の遺跡ではいずれも晩期前葉には星ヶ塔産の黒曜石を主体とした信州産黒曜石が流通し

ていたことが確認できる。

　また、集計データはないものの、谷地遺跡と千網谷戸遺跡でも明らかに黒曜石が多量存在している。

谷地遺跡では詳細な時期できないものの、後・晩期の黒曜石原石が多量出土しており、その多くは星ヶ

塔産であることが判明している（建石ほか 2011）。また、千網谷戸遺跡は群馬東縁部に位置しているに

も関わらず、黒曜石が潤沢に存在している。このように群馬地域を東西に横断する天神原―谷地―千網

谷戸の３遺跡を結ぶラインは「黒曜石流通の大動脈」である（図４─12）。星ヶ塔産の黒曜石が群馬地域

において大量に流通する現象は、星ヶ塔遺跡における黒曜石鉱脈の採掘活動（宮坂 前掲）と密接に連

動していることは確実である。黒曜石原産地から大量の黒曜石がストーンロードを通って群馬に流入し

ていたのである。

　ところが、茅野遺跡を含め、当期の群馬地域北半部の遺跡では、意外と黒曜石の出土数は少ない。特

に、瀧沢遺跡以北の遺跡では非常に少ない。このように、群馬地域では南北で黒曜石の流通量には明ら

かに差違があり、「大動脈」からはずれた北半部の遺跡への流通は、枝葉的な状況となっている。さら

に付け加えれば、茅野遺跡と瀧沢遺跡との間にも流通量に大きな隔たりがある。まさに茅野遺跡は黒曜

石流通の限界集落と言える存在だったのである。

　今度は視点を変えて、群馬北半部ではどのような石材利用について確認してみたい。非黒曜石製の石

鏃の在り方でも述べたように、この地域では在地石材である黒色頁岩・黒色安山岩・チャートが多用さ
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図４─10　非黒曜石製の茅野型類似形態の石鏃
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図４─11　群馬南部地域の茅野型類似形態の石鏃
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れている（図４─10）。これらは近くに存在する河川から採取した石材である。しかし、珪質頁岩はそれ

とは異なり、東北地方南部から搬入されたものと推定される。瀧沢遺跡の石器群を実見したところ、珪

質頁岩製の石鏃が多数存在しており、拳大の中形原石と子供の掌大の大形剥片（ブランク）が複数存在

していることが確認された。これらは石鏃素材剥片を剥離するための原石・ブランクであり、一連の石

鏃を製作する工程の石器群が存在している。おそらく、瀧沢遺跡は珪質頁岩流通の拠点的遺跡であり、

ここから群馬北半部の遺跡へ珪質頁岩が流通していたものと推定される（図４─12）。

 また、安通・洞№２遺跡では、利根川水系の黒色頁

岩・黒色安山岩とともに渡良瀬水系のチャートの石鏃も

多数存在している。そして、ここでは安通型石鏃を多数

保有しているが、この石鏃は群馬地域北半部の遺跡にの

み存在するものであり、儀礼的行為に用いられたと推定

されている（大工原 2014，2016）。そして、安通・洞№

２遺跡はその中心的な遺跡である。茅野遺跡にも安通型

石鏃は２点存在しており（図４─13　１・２）、群馬北半

部の地域集団の構成員でもあったと推定されるのである。

　つまり、茅野集団は黒曜石の流通網の末端として群馬

南半部の集団と交流をもつと共に、群馬北半部の地域集

団の構成員でもあった。最後にこのように二つの石鏃型

０ ５㎝

BSh   1 BSh   2

図４─12　群馬地域の晩期前葉の主要遺跡と黒曜石・珪質頁岩の流通

図４─13　茅野遺跡出土の安通型石鏃
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式圏の重複する位置にある茅野集団によって製作・保有されていた茅野型石鏃の社会的意義について、

一つの仮説を提示しておきたい。おそらく、茅野集団は黒曜石の入手といった側面では、地理的関係か

ら地域集団の中では優位のポジションにあったと推定される。そこで、その優位性を誇示するために黒

曜石をできるだけ大きく見せようとするために茅野型石鏃を製作していたのではなかろうか。それが茅

野集団の象徴（symbol）であり、アイデンティティーであった。いくつかの近隣他遺跡への流通事例

は安通型石鏃と同様に、集団間の紐帯関係を示すために用いられたものであり、北半部の地域集団に

とっては、威信財的な価値も有してしたのであろう。カヤノ技法による石鏃製作も、できるだけ大きな

石鏃を製作しようとしたことから生まれたものと思われる。しかし、潤沢に黒曜石を保有する群馬南半

部の地域集団にとっては、黒曜石は単なる石鏃の素材（生存財）としての意味合いが強く、こうした大

形石鏃を製作する必要も生じなかったのであろう。南半部の遺跡から多量出土する黒曜石製の石鏃の方

が茅野型石鏃より小形であるのもこれを傍証するものであろう。

６．おわりに

　これまで石鏃の研究は、単なる道具としての位置付けによる研究しか行われて来なかった。その最た

る例は石器組成での石鏃の数量的把握による研究である。しかし、石鏃を技術形態学的に分析し、型式

学の俎上に位置付けることにより、集団関係論へと発展させる余地があることが明らかとなったと思

う。今後、さらに多くの石鏃型式を設定し、相互の関係を追究することにより、土器型式の研究と同様

に歴史学的・社会学的な研究に用いることが可能となると考えている。このように石鏃型式を設定する

作業は、今後も継続して行く必要がある。�
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